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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 

総合研究報告書（分担） 

乳癌癌高精度放射線治療の臨床評価に関する研究 

 

研究分担者 山内 智香子 滋賀県立成人病センター放射線治療科 科長 

 

 

Ａ．研究目的 
 わが国では乳癌罹患率の急増している。

また、乳癌初期治療における放射線治療の

重要性が再認識され、放射線治療患者数に

占める乳癌患者の割合は非常に高い。さら

に、乳癌に対する放射線治療も、全身療法

と同様に個別化され、照射方法は複雑化す

る傾向にある。その中で、乳癌に対する高

精度放射線治療がどの程度普及し、どのよ

うに実施されているかを把握することは

重要である。乳癌診療に関する全国施設ア

ンケート調査を行い、わが国の乳癌に対す

る放射線治療の現状を調査し、実態の把握

と今後の向上に向けた検討を行う。 

 
Ｂ．研究方法 
 わが国では乳癌罹患率の急増している。

また、乳癌初期治療における放射線治療の

重要性が再認識され、放射線治療患者数に

占める乳癌患者の割合は非常に高い。さら

に、乳癌に対する放射線治療も、全身療法

と同様に個別化され、照射方法は複雑化す

る傾向にある。その中で、乳癌に対する高

精度放射線治療がどの程度普及し、どのよ

うに実施されているかを把握することは

重要である。乳癌診療に関する全国施設ア

ンケート調査を行い、わが国の乳癌に対す

る放射線治療の現状を調査し、実態の把握

と今後の向上に向けた検討を行う。 

 
Ｃ．研究結果 
 研究班長ならびに班員でアンケートに

ついて議論し、項目については十分に吟味

した。その結果、全国施設調査のためのア

ンケートが完成した。また、多くの施設よ

り回答を得た。最終解析結果では（507施
設、回答率65%）、乳癌の術後照射におい
て5.2%の施設が IGRT（ Image Guided 
Radiation Therapy）を使用していた。呼
吸性移動対策に関しては、全例に行う施設

が1.1%、症例によって行う施設が4.2%で
あった。乳癌の術後放射線療法においては

定位放射線療法やIMRTに代表される高精
度放射線療法の適応はまだ少数の施設で

のみである。 

 

放射線療法はめざましい発展をとげ、高精度放射線療法はがん診療連携拠点病

院を中心として急速に導入されている。わが国における高精度放射線治療シス

テムの実態を調査し、臨床評価との関連について検討するのが本研究の目的で

ある。その中でも研究分担者として特に乳癌診療における高精度放射線療法の

実態を探り、問題点と今後の展望について検討することを目的とする。高精度

放射線療法に関するアンケートを通して現状を把握した。 
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Ｄ． 考察 
乳癌の術後放射線療法においてはその重

要性が認識されて多くの患者が治療を受

けている。照射野も複雑化しているが、従

来の三次元治療計画にて十分な効果を得

て安全に行えているものと思われる。現状

では高精度治療が必須と考えられる根治

的治療を中心に注力されていると推測す

る。 
Ｅ． 結論 
 乳癌の初期治療における高精度放射線

療法はまだ限られた施設で施行されてい

るにすぎないが、高精度放射線療法が必須

と考えられる疾患に関して十分なシステ

ムが整備されていけば、乳癌の術後放射線

療法に関してもさらに普及していく可能

性が高い。今後の動向を継続して調査して

いく必要がある。 
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